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⑴　Catherine Durning Whetham のプロフィール　
Catherine Durning Whetham（1871-1952，結婚前は Catherine Durning Holt, 結婚後は
Catherine Durning Whetham，後に Lady Dampier）は，リヴァプールの綿商人で同市初









士院のフェローでもある William Cecil Dampier（1867-1952，後に Sir William Cecil 
Dampier） と 結 婚 し， ６ 人 の 子 ど も（ 息 子 １ 人［Lawrence］， 娘 ５ 人［Margaret, 
Catherine, Diana, Elizabeth, Edith］）（6）を授かった。
⑵　著書『娘の養育（The Upbringing of Daughters）』
彼女が手がけた著作は複数確認でき，夫との共著が多い。具体的には，彼女がニューナ
ム・カレッジ時代に勉学に勤しんだ分野をテーマとした『遺伝と社会（Heredity and 
Society）』（1912年）・『科学と人間の精神（Science and Human Mind）』（1912年）など
があり，遺伝・優生学については様々な定期刊行物にも論を発表している。
（5） ニューナム・カレッジは，ケンブリッジ高等地方試験（Cambridge Higher Local Examination，同大学入








England Council for Promoting the Higher Education of Women，大学構外のさまざまなセンターで学ぶ
成人を対象とするパートタイムの高等教育を実現した重要な圧力団体の１つ）の書記をつとめていた Anne 
Jemima Clough（1820-1892）であって，後にニューナム・カレッジの初代学長に就任することとなる（Purvis, 
June, A History of Women’s Education in England, 1991, p.109.）。
（6） Caine, Barbara, Destined to be Wives: The Sisters of Beatrice Webb, 1986, p.260．
　　　彼女の家系について若干補足しておくと，母親であるローレンシナの妹の１人に，社会主義活動家であり，







Family and the Nation）』（1909年），娘のマーガレットと編集した『オタリー・セント・
メアリーのマナー・ブック（A Manor Book of Ottery St Mary）』（1913年）がある。その



















順に列挙すると，１章：家庭の創造（The Creation of the Home），２章：家庭生活（The 
Life of the Family），３章：家庭でのつとめ（Household Duties），４章：健康（Health）， 
５章：服装（Dress），６章：屋外での生活と遊び（Outdoor Life and Games），７章：一
般教育（General Education），８章：学校教育（Scholastic Instrution），９章：技芸（The 
Arts），10章： 休 暇 と 娯 楽（Holidays and Entertainments），11章： 読 書（Books to 
Read），12章：お金（Money Matters），13章：娘を対象とした専門職（Professions for 
Daughters），14章：ふるまい（Conduct），15章：信仰（Religion），16章：親であること





（7） Caine, op. cit., p.260．
　　　同頁には Lawrence と Edith の結婚時期に関わる記載がなかったので，未婚であるのか結婚の時期が不明で
あるのかは定かでない。
62─　 ─
Ⅱ．Catherine Durning Whetham の家庭教育観とその特徴













































































































































































































































Ⅲ．Catherine Durning Whetham の学校教育観とその特徴








































































































































































































































































本稿では，Catherine Durning Whetham の自著『娘の養育（The Upbringing of 
Daughters）』を手がかりとして，彼女の教育観について検討を加えてきた。
Ⅰ章では，彼女のプロフィール，および『娘の養育』の執筆目的・目次構成について述
べた。
Ⅱ章においては，家庭教育観に関わる検討を行い，⑴家庭教育に肯定的姿勢を示してい
ること，⑵子どもの教育に対する責任の所在を明らかにし，その任を親が担うべきと指摘
していること，⑶子どもを主体に据え，その発達特性に配慮した教育を訴えていること，
⑷子どもの教育をめぐって，彼らへの干渉を極力控えるよう大人が注意する必要性を主張
していること，⑸人間が歴史的・社会的存在であることを子どもに自覚させることに着眼
していること，といった特徴を示した。
Ⅲ章では，学校教育観に関わる検討を行い，⑴学校やそこで展開される教育に批判的な
スタンスをとっていること，⑵子どもにとって身近な生活範囲に存在する対象から出発
し，具体的事象から抽象的事象へと学びを波及させていくよう留意していること，といっ
た特徴を示した。
